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 沖縄県立読谷高等学校のホームページをご覧いただきありがとうございます。令和８

年４月、第 31 代校長として着任いたしました田場直樹と申します。どうぞよろしくお

願いします。 

 

 本校は、昭和 23 年、コザ高等学校喜名分校として開校し、昭和 25 年に読谷高等学校

として独立して以来、今年で 76 年目を迎え長きにわたり地域とともに歩んできました。

世界遺産の座喜味城跡や残波岬に代表される豊かな自然と、伝統文化が息づくこの読谷

の地は、本校生徒の学びと人間形成の大きな土台となっています。 

 これまで本校の教育活動を支えてくださった歴代の校長・教頭をはじめ、教職員の 

皆さま、そして地域の皆さまへ、心より感謝申し上げます。 

 

 さて、本校の校訓は「誠実勤勉・融和協力・進取剛健」です。この校訓は、日々の    

学校生活において大切にすべき姿勢を示すものであり、生徒一人ひとりが自らを高め、

他者と協力しながら未来に向かって歩むための指針となっています。 

 

また、校章には、その教育理念が込められています。中央のペンは学問を通して真理

を探究する姿を表し、周囲の鳩の翼は平和と協働を象徴しています。本校が大切にして

きた平和を尊び、互いを思いやり、ともに未来を築こうとする姿勢は、この校章の意味

とも深く重なっています。読谷高校では、平和学習を通して、生徒一人ひとりが平和の

大切さを自分の言葉で考え、発信できる力を育んでいます。 

 

 私は日々の学校生活において、「凡事徹底」という言葉を大切にしています。挨拶を

する、時間を守る、整理整頓を心がけるといった当たり前のことを丁寧に積み重ねる 

ことが、人としての成長につながります。特別なことではなく、日々の一つ一つの行動

こそが、生徒の未来を確かなものにしていくと考えています。 

 

 そして、本校には長年受け継がれてきた大切な言葉があります。「読高生はダイヤモ

ンドの原石である」。生徒一人ひとりが無限の可能性を秘め、その輝きは努力と経験に

よって必ず磨かれるという強い信念が込められています。私たち教職員は、保護者や地

域の皆さまと力を合わせながら、生徒が自分らしい輝きを放つことができるよう、全力

で支えてまいります。 

 今後も、生徒が安心して学び、互いに認め合いながら成長できる学校づくりを進めて

まいります。本校の教育活動へのご理解とご支援を、心よりお願い申し上げます。 

 

令和８年４月吉日 


